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ドメーヌ・オヤマダ 

新着ワイン情報 

 

祝 2015（白泡） 
ドメーヌ・オヤマダ唯一のスパークリングワイン。水分と長尾のデラウエア，プチマンサン，甲州。 

『祝』というのは昔の村名で、明治 8 年に、上岩崎村・下岩崎村・藤井村が合併した際に、岩崎の『いわ』と藤井

の『い』を足して『いわい』としたところに『祝』の字をあてたと言われる。一説では雨宮勘
か

解
げ

由
ゆ

が甲州を初めて

発見した場所とも言われ、日本のワイン造りの歴史から見ても、後世に残していきたい地名である。 

2015 年はデラウェアの様な早生品種が良く熟した年。2014 年ヴィンテージよりも蜜っぽくリッチな印象。 

このワインに使うブドウは畑の標高が約 500 m で、BOW！白用の万力周辺のデラウェアと比べて成熟がゆっくり

で、スパークリングにとって重要な酸を残しやすいという特徴を持つ。 

泡質は瓶内二次発酵特有の細かい泡で、デゴルジュマン後どんどん泡と液体の一体感が上がっている。酒質は基

本的には軽快なスタイルだが、ただ軽いだけのスパークリングではない。味の中心には芯のある酸が存在してい

て、フレッシュさとキレの良さを感じることができるが、細かくスムーズな泡質と味付きの良さがフレッシュさに

対して上手くバランスを取っている。泡の魔術師の異名を持つ小山田氏らしい、コンパクトながら上質なまとめ方

を実感できる。 
 

水分（みずわけ）：甲州市勝沼町下岩崎水分。棚仕立て。品種はデラウエア，甲州。平地。 

勝沼の土壌を形成する扇状地のスタート地点にあり、川の方向が分かれる地点にあることからこ

の地名が付いた。砂と火山灰の混成土壌。管理していた農家の高齢化によって引き継いだ畑。 

長尾（ながお）： 甲州市勝沼町上岩崎長尾。棚仕立て。品種はデラウエア，プチマンサン，甲州。南向きの斜面と 

平地。水分とは別の土壌にあり、粘土質。小林剛士氏が管理していた畑を引き継いだ。 

 

洗馬 2014（赤） 
ドメーヌ・オヤマダのフラッグシップ。洗馬の畑単一のキュヴェ。様々なヴィニフェラの混植混醸。 

2014 年は醸造まで小山田氏が手掛けた最初の年（前年まで四恩醸造に委託醸造）。 

2013 年の凍害のダメージがまだ残っており収量は例年より少ないが、夏が涼しかったおかげで、見た目も美し

く、酸の残った良いブドウが収穫できた。基本的には除梗破砕のスタイルだが、ガメイ，バルベラ，ムールヴェー

ドルなどを全房で入れて、香りと味わいにアクセントを与えている。 
 

洗馬（せば）：長野県塩尻市洗馬。垣根仕立て。標高 700 m。小山田氏が唯一山梨以外で所有する畑。 

土壌は粘土質だが、昔に川が氾濫した際に運ばれた小石や礫が土壌中に混ざっているため水はけが良

い。冬がすこぶる厳しく、気温は頻繁に－15℃以下まで下がる。さらに、春に一度暖かくなってか

ら気温の低下と共に大雪が降ることがしばしばあり、そうすると萌芽間近で耐寒性の低くなっている

ブドウは、対策として藁を撒いていたとしても大ダメージを受けてしまう。この土地で最も難しいこ

とは、スムーズに萌芽を迎えること。無事に春を乗り越えることができれば、果樹を栽培するために

はとても恵まれた気候なので、適切な管理さえすれば良いブドウが収穫できる。 
 
BOW! 2016（白） 

BOW!はドメーヌオヤマダのラインナップの中で、気軽に飲んでもらいたい『新酒』のような位置づけ。低価格

ながら小山田氏のこだわりが詰まった逸品。 

2016 年はデラウェアの様な早生品種が良く熟した年で、BOW!白史上最もボリューム感があるが、ヴィニフェラ



品種から来ているであろう凛とした酸と透明感が共存しており、肩の力が抜けた癒し系ワインに仕上がっている。

蟹沢，相干場，西山のデラウェア、日向，大久保のプチマンサン，シュナンブランをアッサンブラージュ。 

相干場（あいほしば）：山梨市万力相干場。棚仕立て。品種はデラウェア。南向きの急斜面の段々畑。 

西山（にしやま）：山梨市万力字西山。棚仕立て。品種はデラウェア。東向きの斜面。万力における西側の山なので西山。 

蟹沢（かにざわ）：山梨市万力字蟹沢。棚仕立て。品種はデラウェア。南向きの斜面。 

日向（ひなた）：山梨市江曽原日向。垣根仕立て。南系のヴィニフェラの混植。南向きの斜面。 

大久保（おおくぼ）：山梨市東大久保。棚仕立て。品種はプチマンサン、ムールヴェードル。短梢剪定。谷沿いの南斜面。 

 

BOW! 2016（赤） 
2016 年は赤品種にとっては難しかった年。今年は新たに、本来単独でワインに仕上げる予定であった日向のヴ

ィニフェラ品種が格下げされて BOW!赤にアッサンブラージュされている。前回入っていた巨峰は鹿に食べられ全

滅したため今回は入っていない。「やれることはすべてやった」と言うほど、小山田氏の経験と技術を詰め込んで、

まとまりのあるワインに仕上げている。 

中心となる萱刈のカベルネ・フランと上神内川のマスカット・ベーリーＡを除梗破砕、今年新たに少量入ってい

る日向と大久保の、ムールヴェードルを中心としたヴィニフェラ品種をマセラシオン・カルボニックで仕込み、ア

ッサンブラージュ。 

萱刈（かやかり）：山梨市西字南萱刈。カベルネ・フランでは珍しい棚仕立て。 

上神内川（かみかのがわ）：山梨市上神内川東原。品種はマスカット・ベーリーA。棚仕立て。 

日向（ひなた）：山梨市江曽原日向。垣根仕立て。南系のヴィニフェラの混植。南向きの斜面。 

大久保（おおくぼ）：山梨市東大久保。棚仕立て。品種はプチマンサン、ムールヴェードル。短梢剪定。谷沿いの南斜面。 

 

ヴィンテージ情報 生産者コメント 

 

2014 塩尻 
 

生育初期は順調だったが、７月に雨が多く悩まされた。ただ、洗馬の畑では病気はほとんど見られなかったた

め、問題なく推移した。成熟期は雨が少なく冷涼だったので、健全な美しいブドウが収穫できた。2013 の凍害

の影響が残っていて収量は少なめだったが、熟度としては平年並みとなった。スケールは大きくはないが、伸び

やかなワインとしてまとまったと思う。 

 

2015 山梨（峡東エリア） 
 

開花期から梅雨の始まりまでは雨も少なくブドウの成長は順調に進んだ。梅雨時期は平年の倍以上の降水が

あり、病気の発生が心配されたが、予想以上にブドウは健全さを保った。梅雨明け以降、8月下旬まで好天が続

き、デラウェアなどの8月の太陽で熟す早生品種にとっては恵まれたヴィンテージとなった。9月以降は雨ば

かり降り、この雨で 10月前半の収穫となる品種は大きなダメージを受けることとなる。総じてデラウェア，甲

州，マスカット・ベーリーＡなどの品種は良年。ヴィニフェラにとっては非常に難しい年という印象。 

 

2016 山梨（峡東エリア） 
 

生育期初期の５月に雨が続き、巷では病気が出る畑が見られたが、私の畑では問題なく推移した。その後は

梅雨も雨が少なめで、順調に健全な生育となった。８月は例年のことだが、猛暑が続き、早生のデラウェアな

どは成熟が進み、アルコール１３％程度にまで糖度が上昇した。このまま推移すれば、良好なヴィンテージが

期待されたのだが（実際にはそんなに甘くないことは承知していたが）、９月は連日の雨と日照不足で、糖度

が日に日に下がるという珍現象が見られた。その影響で果皮の薄い品種には裂果が見られ、９月～１０月上旬

収穫のブドウ（黒ブドウが中心）は非常に厳しい仕込みとなった。「丁寧な仕事と諦めないこと」そういった

精神論が重要になった年で、赤ワインは小さいスケールながらもまとまったワインに仕上げることができた。 


